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緊急事態宣言発令中
緊急事態宣言発令に伴う

新型コロナウイルス感染防止対策の徹底のお願い
　日頃より、感染症拡大防止にご協力をいただいている市民や事業者の皆さま、日夜、最前線で市民の生命
を守るため地域医療を支えてくださっている医療従事者の皆さま、またその方々を支えている多くの皆さま
全ての方々に、心より感謝申し上げます。
　8 月 17 日、本県への緊急事態宣言の発令が発表されました。今回の宣言は、感染拡大の主な要因となって
いる飲食の場面での感染防止対策の強化を行うとともに、人流を抑制するための措置等を講じるなど、徹底
した感染防止対策に取り組むものです。
　デルタ株という感染力が強い変異株へ置き換わり、新規感染者が爆発的に拡大しています。今の状況は、
災害級の事態であり、県内医療機関の病床もひっ迫しております。この危機を市民一丸となり乗り越えるため、
命を救うため、一層の感染防止対策徹底をお願い申し上げます。

1 　人流抑制対策
　　・日中も含めた不要不急の外出・移動の自粛に努めてください。重症化を防ぐため、特に 40 ～ 50 代の
　　　現在ワクチンを接種されていない方の自粛をお願いします。
　　・飲食店を利用する場合は、夜８時までとし、感染対策が徹底されている飲食店等を利用してください。
　　　外出は家族や普段行動をともにしている仲間と少人数で、混雑している場所や時間を避けるように心
　　　掛けてください。
　　・買い物などは、混雑時を避け、時間差にするなどして人との接触を減らしてください。
　　・他の地域への感染拡大を防止する観点から、旅行など都道府県間の移動は、極力控えてください。

2　 クラスター対策
　　・職場でのクラスターが増えています。テレワークや時差出勤の活用など従業員の感染対策の徹底をお
　　　願いします。
　　・家庭内感染が増えています。家庭内でも十分な換気と家族間の十分な距離を保ってください。

3 　ワクチン接種
　　・鉾田市では、市内医療機関のご協力のもと、ワクチン接種を全力で進めております。ワクチン接種は
　　　強制するものではありませんが、感染を防止し、重症化を防げるといわれています。

　
　市民の皆さまには、これまでも感染予防対策について、いろいろとご協力をお願いしてきたところですが、
変異株（デルタ株）による感染者の急増など、現在の危機的状況を深刻に捉え、マスクの着用、手洗い、手
指消毒など、今まで行ってきた対策を再度徹底してください。コロナウイルスへの感染は、すぐ傍まで迫っ
ていると言えます。この事態を乗り越えるため、ここでもう一度気を引き締め、この事態に負けない様に頑張っ
て行きましょう。引き続き、感染拡大の防止にご協力をお願いします。

　なお、感染された方やそのご家族、関係者、また医療従事者やワクチン接種を受けられない方等に対して
の誹謗中傷や差別行為を行うことのないよう併せてお願いいたします。

　　　　　　　　令和 3 年 8 月 28 日　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鉾田市長　　岸田　一夫
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人との接触を避ける行動を !!

家族に感染が疑われる人がいる場合の対応

助かる命を守る行動

◆ 新型コロナウイルスワクチン接種をすることで、重症化を防げます。
　 医療機関のひっ迫を避けるため、国ではワクチンを打てる方への予防接種を勧めています。
◆ 日頃からの体調管理で、医療機関の受診者を減らしましょう。
◆ 体調が悪いときは、学校や仕事を休みましょう。

◉買い物は少人数で
回数減らして
すいている時間に

持ち帰り、
宅配を利用

◉飲食はテイクアウト

顔を見て、声かけを
里帰りはビデオ通話で
◉オンライン帰省

友人と近況報
告で孤独解消

◉オンライン飲み会

ネットで買える物は
ネットショッピング

◉待てる買い物はネットで ◉仕事はテレワーク

可能であれば
在宅勤務

相手と距離をとって
◉会話はマスクで

自宅で動画を利用
筋トレやヨガは

◉体力の維持

うつらない・うつさないために
新型コロナウイルス感染症の予防行動をしましょう
変異株の拡大でも、マスク、手洗い、換気と「密」を避けることが基本です。

外出を控え、人との接触を避けることで感染を断つ !!

◆ 患者と同居する方の部屋を可能な限り別にし、家族全員マスクをする。　◆ 患者のお世話をする人は１人に限定する。
◆ タオル、シーツ、食器などは共有せず、患者専用のものを用意する。　　◆ 日中はできるだけ換気をする。

患者ができる限り最小限の移動で生活でき、換気出来る
部屋を用意しましょう。

療養している部屋、トイレやお風呂場、リビングも換気
をしましょう。

患者、家族の両方がマスクを着用することで、ウイルスの
拡散を防ぎましょう。

患者のケアは健康な人が、十分な距離 (1 ｍ以上 ) を保ち
ましょう。

患者だけでなく家族もこまめに手洗いやアルコール消毒
をしましょう。

洗濯の際は手袋とマスクをつけ、家庭用洗剤で洗濯し完全
に乾かしましょう。

テーブルや椅子、ドアノブ、水道の蛇口 ( レバー )、照明
やテレビのリモコンなどの消毒を1日1回以上しましょう。

◉ 療養する部屋を別ける ◉ こまめに換気をする

◉ 家族全員がマスク着用 ◉ ケアをする家族は１人だけに限定

◉ こまめに石けんで手洗い ◉ 汚れたリネン、衣服を洗濯する

◉ 消毒の徹底

鼻をかんだティッシュや使い捨て容器などは、感染防止
のため、密閉して捨てましょう。

◉ ごみは密閉して捨てる


